
サイトをつくった目的

サイト創設者＆代表理事＝堤寛からのメッセージ

　正確な病理学的知見は、科学的なエビデンスに基づく医療を推進するための
基本となります。静止画像としての 病理画像は数多くの教科書に記載されてい
ますが、実際の病理標本（染色されたプレパラート）自体を観察するチャ ンス
は限られています。病理標本は医療機関に数多く保管されていますが、学習用
に整理れた状況で管理されて いるのは一部に過ぎず、しかも、限られた人しか
アクセスできない状況にあります。
　サイト創設者である堤 寛は、病理診断医として、過去 47 年にわたって、
代表的な経験症例の顕微鏡標本を収集し、膨大な数のコレクションを保持・管
理しています。実際、本標本群の一部は、病理医をめざす若手のための教育用
として、 そして教科書の執筆に大いに役立ってきました。
　今回、私たちは、クラウドファンディングにより得た資金をもとに、 手持ち
の病理標本をヴァーチャル顕微鏡撮影によってデジタル化し、体系的なデジタ
ルミュージアムを作製しました。国際化を目指し、内容はすべて英語表記です。
この成果物を継続・維持してこそ、多くのご支援に応えることになると思います。
　2023 年 7月、一般社団法人 Tsutsumi Pathology Library を設立しました。
病理医・病理医を目指す医師をはじめとする世界中の医 療関係者・医学を学ぶ
学生たちが学びやすい環境を維持・発展させることが目的です。
　2023 年 11 月よりインターネット上でアクセスして病理症例を学べるサイト
として順次公開しています（まだ発展途上です）。内容は充実しています。
ぜひ、ご活用ください。
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モバイル（ スマートフォンからの操作方法 ）
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あなたもユーザーになりませんか？
いつでも、どこでも
病理症例を学べるチャンスがある！！
スマホ  ！！ 能可覧閲もで ！！ 革改方び学

病理症例デジタルサイトを作りました！

にアクセスしてください。
右上のメニューアイコンをタップしてindexまたは見たいprogramを選択してください。

※サイト内の症例は 23 のプログラムに分類されています。

一般社団法人 

HP からも入れます。

indexのページが表示されます。
programを選択してください。

programを選択します。

見たい症例を選択します。
Medmain のログインページに
移行します。メールアドレスと
パスワードを入力してください。

pitport へログイン完了です。
症例ページへ移行します。

どのような機能があるのか？

画面調整 コメント機能

撮影

同時閲覧

casesを選択します。

⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪


